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14QH2304 
問題 

図は二層の骨組に水平力Ｐ及び２Ｐが作用したときの崩壊メカニズムを示し

たものである。次の記述のうち、最も不適当なものはどれか。ただし、梁の

全塑性モーメントはＭｐ又は２Ｍｐとし、１階柱の柱脚の全塑性モーメントは

２Ｍｐとする。 

 

1. 梁のせん断力◯Ａ は、
l
pＭ
である。 

2. 支点反力◯Ｂ は、
l

pＭ３
である。 

3. 柱のせん断力◯Ｃ は、
l

pＭ３
である。 

4. 水平力Ｐは、
l

pＭ４
である。 
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14AH2304 
解説  正答――４ 

設問は不静定構造物であり、最初に反力を求められないため、設問で与えら

れている全塑性モーメントを糸口に応力、反力を求めていく。 

具体的には、梁の両端の曲げモーメント（これが全塑性モーメント）から梁

のせん断力が分かり、そこから柱の軸力や鉛直反力が分かる。 

また、全塑性モーメントから仮想仕事の原理を用いて崩壊荷重Ｐ、２Ｐ が

分かる。 

1. 屋上階梁のせん断力Ｑｂは、梁の両端の曲げモ

ーメントの和をスパンで除して求められる。 

Ｑｂ＝ l l
＋

＝
２
ｐ ｐ ｐＭ Ｍ Ｍ

（1.は適当） 

 

 

 

2. 1.と同様に、２階梁のせん断力Ｑａは、次式で求めら

れる。 

Ｑａ＝ l l
＋

＝
２

２ ２ ２ｐ ｐ ｐＭ Ｍ Ｍ
 

鉛直反力Ｖは、 

Ｑａ＝ l
ｐＭ２

とＱｂ＝ l
ｐＭ

の和に等しい。 

したがって、 

Ｖ＝Ｑａ＋Ｑｂ＝ l
ｐＭ２

＋
l
ｐＭ

＝
l

ｐＭ３
（2.は適当） 

4. 崩壊荷重Ｐは、仮想仕事の原理（外力の仕

事と内力の仕事は等しい）から求められる。 

柱の回転角をθとすると、各塑性ヒンジの

回転角は、図のようになる。 

①外力による仕事 

＝２Ｐ×δ２＋Ｐ×δ１ 

＝２Ｐ×２l･θ＋Ｐ×l･θ 

＝５Ｐlθ 

解　説
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②内力による仕事 

＝２×Ｍｐ×θ(屋上階床梁両端)＋２×２Ｍｐ×θ(２階床梁両端) 

＋２×２Ｍｐ×θ(１階両柱脚) 

＝10Ｍｐθ 

｢外力による仕事｣＝｢内力による仕事｣であるから、 

５Ｐlθ＝10Ｍｐθ 

∴Ｐ＝
l

ｐＭ２
 

したがって、4.は不適当である。 

3. 崩壊荷重Ｐ、２Ｐの和は、１階左右の柱の

せん断力の和に等しい。また、１階左右の

柱のせん断力は等しい。 

したがって、 

Ｐ＋２Ｐ＝２×Ｑｃ 

∴Ｑｃ＝
２

３ Ｐ 

4.からＰ＝
l

ｐＭ２
と分かっているので 

Ｑｃ＝
２

３
Ｐ＝

２

３
×

l
ｐＭ２

＝
l

ｐＭ３
（3.は適当） 

したがって、正答は４である。 

正答 4


